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５年にわたるこの連載も、今回で

最終回。そこで、あらためて東洋思

想によってはぐくまれてきた日本の

企業文化や日本人の生き方について

振り返ってみたいと思います。

私はこれまで、中国古典や日本の

思想家が残した東洋思想に基づき、

日本企業における人事とはどうある

べきかを考えてきました。バブル崩

壊後、日本経済が長い停滞期に入っ

て以来、人事に限ってみても欧米流

の成果主義の導入、大量のリストラ、

生産拠点の海外移転など、企業は大

きな変化の波に洗われてきました。

変化に対応するべく企業が動くのは

当然のことだったといえましょう。

しかし、打った手立てのすべてが

成功だったとはいえません。いくつ

かは失敗し、企業力を弱め、従業員

のモラルが低下して、結果的に世界

市場のなかでの地位を低下させてし

まった例もたくさんあります。私は

その多くが、日本の伝統を軽んじた

ことから起きたと考えています。伝

統や企業文化、独自の倫理感は、た

とえはっきりと目に見えなくても、

私たちを支え、明日への活力となっ

てきたのです。そのことを再確認す

ることで人事を担う読者の今後の指

針づくりの一助となればと思います。

私は、昔の日本と今の日本で大き

く変わってしまったものは、「勤労

観」だと考えています。この点にお

いては明らかな違いがあります。

日本が昔から受け継いできた勤労

観とは、「働くことを、自己を向上

させる機会ととらえる」というもの

でした。たんに生活の糧を得るため

ではない。仕事を通じて自らを鍛錬

し、人間としてできるかぎりの高み

に至ることが目的とされたのです。

農民であれば、ひと鍬ひと鍬、祈

りをこめて田を耕す。心をこめて働

けば、稲を収穫できるだけでなく、

至るべき自分にいつしか到達するこ

とができると考えた。稲作にはそも

そも「神人共作」という考え方があ

りました。だから、神が降りやすい

よう、いつも田の雑草を抜き、畦道

の草を刈り、清々しくする。そんな

神とともに精励するような勤労観は

Text = 千葉 望
Photo = 鈴木慶子、新井啓太（書画）
題字・書画 = 岡 一艸

田口佳史 氏
Taguchi Yoshifumi_東洋思想研究
者。株式会社イメージプラン代表取
締役社長。老荘思想的経営論「タオ・
マネジメント」を掲げ、これまで
2000社にわたる企業を変革指導。
また官公庁、地方自治体、教育機関
などへの講演、講義も多く、1万名
を超える社会人教育実績がある。主
な著書に『リーダーに大切な「自分
の軸」をつくる言葉』（2013年かん
き出版）、『孫子の至言』（2012年光
文社）、『老子の無言』（2011年 同）、

『論語の一言』（2010年 同）。2008
年には日本の伝統である家庭教育再
興のため「親子で学ぶ人間の基本」

（DVD全12巻）を完成させた。

〜最終講話〜
人事にかかわるすべての人に、今、伝えたいこと

日本固有の
勤労観を
理解する
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日本独特のものではないでしょうか。

江戸から明治に移っても、一人ひ

とりの勤労観はまだ受け継がれてい

ました。決められた時間だけ、与え

られた仕事をするのではない。仕事

を通じて自己を磨こうという姿勢は、

明治の近代化の根本に存在していた

と思います。

ところが現在は、欧米的な契約社

会の勤労観が浸透してきました。し

かしそれはモノマネにすぎません。

いたずらに成果主義を取り入れた結

果、職場がぎすぎすして結局全体と

しての成果が上がらなくなった例は、

枚挙にいとまがありません。本当に

自分をかわいいと思うなら、目先の

利益に惑わされず、古来の勤労観に

戻るべきなのです。

働き方には２通りあります。１つ

は自己を表現して生きる世界。作家

などの芸術家や伝統芸能、プロスポ

ーツなどがそれに当たるでしょう。

こういう人たちは嫌でも修業をしま

す。もう１つは組織を動かして生き

る世界です。こちらも本質的には修

業しなければいけないのですが、そ

れがどこかに行ってしまいがちです。

組織のなかで年功序列によって地位

が上がると、実力がついたと勘違い

する人も多い。実力を上げきった末

に、地位や待遇などの条件が伴うの

が本来のあり方でしょう。

「見返りを求めず、ひたすら勤勉に

働くなんてまだるっこしい」という

人もいるかもしれません。組織のな

かで働くことはストレスも多く、大

変な負荷がかかります。ところが、

頑張っていれば、その先に待ってい

るのは自分の理解者としての顧客や

友人に囲まれて仕事をする「愉快な

人生」です。それまでの努力にふさ

わしい実りが、豊かな人間関係とな

って現れてくるのです。私自身50代

までは、なぜ自分の思いや考えが周

囲に伝わらないのか思い悩む「不愉

修業する
プロセスにこそ
価値がある
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人が魅力的なのです。

昔は、権力を与えるのであれば人

格や能力をも求める「三位一体」を

重視していました。しかし今は数字

が上がれば地位も上げてしまう。結

果として組織がガタガタになるのは

当然です。戦前の日本はまさにそれ

です。欧米に追い付こうと明治５年

の学制改革で技術や知識偏重の教育

制度を取り入れ、そこで育ったリー

ダーたちはおろかな戦争を起こし、

特攻のような非人間的な作戦をとっ

たあげくに負けてしまいました。江

戸期の価値観で育った明治のリーダ

ーと昭和のリーダーとは根本的に質

が違うのです。「命もいらず官位も

いらず」という姿勢でひたすら修業

に励む人のことを、もう一度高く評

価すべきです。

優れた人材を育てるには、優れた

組織が必要です。それでは、どのよ

うな組織が優れた組織といえるので

しょうか。私は端的にいえば、「ほ

かのメンバーが蹴りやすい球を出し

合える組織」だと考えます。自分だ

けが業績を上げればいいと考えてい

ると出すべきときにパスを出さず、

とんでもないところから自分がシュ

ートしてしまう。だから得点になら

ないというわけです。

思いやりと役割を皆が明確に心得

ている組織こそ素晴らしい。もちろ

ん、なかでは健全な競争もある。そ

れが優れた組織ですし、本来の日本

のよさを発揮できるのではないかと

思います。それができなければ、た

だの烏合の衆です。今は個人の業績

を重視するようになりましたが、全

体の業績につながっているわけでは

ありません。組織は、人数の総和以

上の業績を上げているかどうかが問

題です。本当に業績を上げるなら、

きちんとパスワークのできる組織を

組み立てて行く必要があります。　

今のところ、パスワーク、シュー

ト力などすべてが中途半端です。ト

ップの姿勢も影響しているでしょう。

あまりにも株主重視が強調され、短

期的業績を追求しているうちに、毎

日得点が必要な気になってしまう。

準備をしないままにシュートの数だ

け増やしても、点を取ることはでき

ません。企業経営には長期的視野や

先行投資が重要なのです。

チームとしての努力が実ったとき

の喜びは、個人のそれとは違った喜

びがあります。野球やサッカーでの

勝利、たとえば「なでしこジャパン」

がワールドカップで勝ったときの喜

びは、国民にとっても大きなもので

した。チームプレーだけがもたらす

快な人生」でした。ところが60歳の

声を聞いた途端、社会が一変したの

です。そして気づきました。60歳過

ぎの「愉快な人生」は、実はそれま

での「不愉快な人生」がいわば修業

となって作ってくれたのだと。

ここに至る途中で私が自己を磨く

のではなく目先の損得に終始してい

たら、愉快な60代は迎えられなかっ

たでしょう。金で買えないものの第

一は「真の信頼」や「真の心の交流」

です。そういうものを得たいならば、

修業としての毎日の仕事によって、

他者から尊敬される人間性を獲得す

るしかありません。

私は以前、小学校教師を養成する

「杉並師範館」の活動に力を入れて

いました。そこを出て教師になった

生徒はかわいく、心配のあまり、そ

っと様子を見に行くこともしばしば

でした。しかしそれは杞憂でした。

大学を出たての新米教師でも、何し

ろ懸命に仕事に向かって努力を続け、

子どものことを考えてやっていれば、

子どもから信頼され、慕われるので

す。子どもの目はごまかせません。

未熟者でも自己の向上に励んでいる

人の魅力は、子ども心にもちゃんと

理解するものです。中国古典とは面

白いもので、「聖人君子になりまし

たか？」とは一切問うていません。

「聖人君子になるべく努力していま

すか？」と問うているのです。組織

でも同じ。仕事ができる人が尊敬さ

れるとは限りません。努力している

卓越した
組織とは
いかなるものかを
知る

3



5 0 N o . 1 2 1   D E C  2 0 1 3  - - - -  J A N  2 0 1 4 5 1N o . 1 2 1   D E C  2 0 1 3  - - - -  J A N  2 0 1 4

感動だったと思います。

最近、私は素晴らしい経験をしま

した。ある世界的な研究者と出会い、

５分で心の友となったのです。自分

が信じるところ、価値観を語り合っ

てこれほど一致した人は稀です。そ

の人は私と同い年ですが、この年齢

になってこれほど素晴らしい心の交

流ができる出会いがあったとは、感

謝するのみです。私にとって本当の

友との出会いは、大金を積まれるよ

りも嬉しいことなのです。

もしも会社に入って、一人でも心

から語り合える友人ができたなら、

心情を吐露できたなら、きっと会社

は心の故郷になることでしょう。一

般的にいわれる愛社精神とは違う、

大切な場となるはずです。人事部門

のリーダーたる立場にある人は、そ

れだけ豊かな人間関係を持っていて

ほしいですし、部下がそのような関

係を構築できるように配慮すべきで

しょう。

複雑化する世界、激しい競争にさ

らされる企業のなかで、こうした自

分なりの人事の哲学を実践していく

のは大変なことかもしれません。そ

こでアドバイスを１つ。まず自分な

りの目標を立てて実現へのステップ

をいくつか設定しておき、とりあえ

ずはいちばん身近なステップをめざ

して焦らずに実行していってはどう

でしょう。１年間こつこつと努力す

れば最初のステップを上ることは十

分可能です。それを継続していけば

よいのです。最初から高すぎる目標

を設定すると、何も達成できないま

まで終わりかねません。

誠実に、勤勉に自分のやるべきこ

とに取り組んでいくことが、日本古

来の勤労観でした。それを呼び覚ま

し、私たちの身体に流れている伝統

を武器にしていけば、状況の変化に

も揺るがない、健全な企業人が育つ

はずだと私は信じているのです。

心が語れる
管理職に
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